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巖鷲太鼓の力強い演奏 

    

生
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た 

 

１２
月
１
日
（
土
）、
北
部

コ
ミ
セ
ン
で
音
楽
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
出
演
は
、

陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地

音
楽
隊
・
巖
鷲
太
鼓
部
、

県
立
盛
岡
農
業
高
校
吹
奏

楽
部
の
皆
さ
ん
。 

 

自
衛
隊
曹
友
会
が
１０
数

年
続
け
て
き
た
「
み
の
り
ホ
ー
ム
慰
問
演
奏
会
」
を
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
盛
農
吹

奏
楽
部
を
迎
え
て
、
昨
年
か
ら
企
画
し
て
い
る
音
楽
会

で
す
。 

 

こ
の
日
の
た
め
に
、
自
衛
隊
音
楽
隊
と
盛
農
吹
奏
楽

部
は
事
前
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
曲
目
を
決
め
、
合
同

練
習
を
行
い
臨
ん
で
く
だ

さ
い
ま
し
た
。 

 

ド
ラ
え
も
ん
の
テ
ー
マ

曲
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
往

年
の
名
曲
、
演
歌
、
宮
崎

駿
ア
ニ
メ
の
メ
ド
レ
ー
、

時
代
劇
の
主
題
歌
、
そ
し

て
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
と

次
々
に
大
集
会
室
に
響
き

渡
り
ま
し
た
。 

心
優
し
き
自
衛
官
と
若

さ
あ
ふ
れ
る
高
校
生
の
総

勢
３５
名
の
大
編
成
に
よ
る

演
奏
は
迫
力
満
点
。
テ
ン

ポ
の
い
い
曲
に
は
手
拍
子
が
沸
き
起
こ
り
、
み
の
り
ホ

ー
ム
利
用
者
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
も
生
の
演

奏
に
酔
い
し
れ
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。 

第
２
回
北
部
コ
ミ
セ
ン
杯
輪
投
げ
大
会 

優
勝
は
岩
寿
会 

村
の
大
会
で
も
優
勝 

 

昨
年
に
引
き
続
き
、
第
２
回
北
部
コ
ミ
セ
ン
杯
輪
投

げ
大
会
が
、
１１
月
１７
日
（
土
）
に
北
部
コ
ミ
セ
ン
で

開
催
さ
れ
、
北
部
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
５
チ
ー
ム
が
コ

ミ
セ
ン
杯
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
目
指
し
て
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
８４
名
。
５

チ
ー
ム
総
当
た
り
方
式

で
行
わ
れ
、
対
戦
が
進

む
ほ
ど
に
次
第
に
熱
を

帯
び
て
、
高
得
点
が
で

る
と
拍
手
と
歓
声
が
会

場
に
響
き
ま
す
。 

 

１０

日
後
に
村
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
大

会
を
控
え
、
そ
の
前
哨

戦
で
も
あ
り
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
中
に

も
、
投
げ
る
表
情
は
真

剣
そ
の
も
の
で
し
た
。 

 

団
体
上
位
３
チ
ー

ム
と
個
人
上
位
６
名

に
賞
品
が
贈
ら
れ
、
今

年
の
大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
優
勝
し
た
岩
寿
会
は
村
の
大
会
で
も
高
得
点

で
見
事
優
勝
し
、
亀
鶴
会
も
６
位
入
賞
、
個
人
で
も
岩

寿
会
メ
ン
バ
ー
が
２
位
と
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。 

              

 
北
部
コ
ミ
セ
ン
通
信 

<団体の部> 

1 位 岩寿会 

   353 点 

2 位 泉寿会 

   253 点 

3 位 百鷲会 

   233 点 

4 位 亀鶴会 

   228 点 

5 位 末広会 

   214 点 

<個人の部> 

1 位 吉田敏子（泉寿会） 

   21 点 

2 位 畠山信男（岩寿会） 

   20 点 

3 位 佐藤武身（亀鶴会） 

   17 点※３位以降は決定戦による 

4 位 佐々木哲子（岩寿会） 

   17 点 

5 位 角掛サノ（百鷲会） 

   17 点 

6 位 瀬川拓郎（末広会） 

   17 点 

第２回北部コミセン杯輪投げ大会成績(敬称略) 
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○
月
○
日 

冬
晴
れ 

 

今
年
も
陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地
音
楽
隊
と
、
県
立

盛
岡
農
業
高
校
吹
奏
楽
部
の
合
同
演
奏
が
実
現
し
た
。

両
者
合
わ
せ
て
３５
名
の
大
編
成
で
の
演
奏
は
、
厚
み
の

あ
る
音
色
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
っ
た
。 

 

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
企
画
。
事
の
発
端
は
長
年

自
衛
隊
が
開
催
し
て
い
た
「
み
の
り
ホ
ー
ム
慰
問
演
奏

会
」
を
、
地
域
の
方
々
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
音
楽

会
に
し
た
い
、
み
の
り
ホ
ー
ム
と
お
付
き
合
い
の
あ
る

盛
農
の
吹
奏
楽
部
に
も
出
演
を
お
願
い
し
て
み
た
い
、

と
い
う
こ
ち
ら
の
考
え
を
自
衛
隊
曹
友
会
、
音
楽
隊
に

相
談
に
行
っ
た
こ
と
か
ら
だ
っ
た
。 

 

こ
ち
ら
の
お
願
い
を
快
諾
し
て
下
さ
っ
た
上
に
、
音

楽
隊
長
が
「
盛
農
と
一
緒
に
や
ろ
う
か
！
」
と
合
同
演

奏
を
提
案
し
て
下

さ
っ
た
の
だ
、 

 

隊
長
の
言
葉
を

盛
農
に
伝
え
た
と

こ
ろ
、
不
安
は
隠
せ

な
か
っ
た
が
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
よ

う
！
」
と
の
決
断
で
、

合
同
演
奏
が
実
現

に
向
け
て
動
き
出

し
た
の
だ
っ
た
。 

 

今
年
も
、
お
互
い

の
楽
器
の
パ
ー
ト
を

確
認
し
、
演
奏
曲
目

を
決
め
る
事
前
打
合

せ
、
盛
農
大
会
議
室

に
音
楽
隊
が
楽
器
を

搬
入
し
て
の
合
同
練

習
を
し
て
本
番
を
迎

え
、
素
晴
ら
し
い
演

奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
た
。 

 

盛
農
吹
奏
楽
部
の
顧
問
の
先
生
が
昨
年
、
「
音
楽
隊

と
の
合
同
練
習
翌
日
の
朝
練
に
は
、
部
員
全
員
が
顔
を

そ
ろ
え
た
」
「
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
す
る
た
め
に
練
習

す
る
の
で
は
な
い
練
習
が
心
地
よ
か
っ
た
」
と
仰
っ
て

い
た
の
を
思
い
出
し
た
。 

 

早
目
に
会
場
入
り
し
黙
々
と
練
習
す
る
姿
、
自
衛
隊

員
と
と
も
に
堂
々
と

ひ
た
む
き
に
演
奏
す

る
姿
、
演
奏
を
終
え

た
後
の
晴
れ
晴
れ
と

し
た
表
情
、
楽
器
の

撤
収
で
自
衛
隊
員
と

一
緒
に
喜
々
と
し
て

動
き
回
る
盛
農
吹
奏

楽
部
員
の
姿
が
清
々

し
か
っ
た
。
（
塩
田
） 

                           

北
コ
ミ
日
記 

北 の 湯 開 設 日    ★健康相談日 

１２月１８日（火） ★１２月２１日（金） 

１２月２５日（火） ★１２月２８日（金） 

 元旦はお休み   ★ １月 ４日（金） 

 １月 ８日（火） ★ １月１１日（金） 

 １月１５日（火） ★ １月１８日（金） 

健康相談 

ご利用ください 

毎週火・金曜日 午後１時～５時 

無料 ６０歳以上の村民の方対象 
 

２４節気 72候 大雪 熊穴に蟄る くまあなにこもる 

熊が穴に入って冬ごもりするころ。冬の間に、子供を産み育

てる雌もいるそうです。   ◇日本の七十二候を楽しむ（東邦出版）より 


